



















冠して入学生の確保を狙うきわめて現実的な選択がなされていることは否めない。中村勝美（２０１０）は、保育・教育・福祉・心理学科を前身とする「子ども系」学部・学科は、これらの学問領域 基盤とし 子どもを総合的に学ぶことを目的としつつも、保育士、幼稚園教諭、小学校教諭等の子どもに関する専門資格取得のための教育課程を複数開設することで募集枠を広げ、経営面の安定をはかることが企図されている点にふれ、「子ども系」 学部・ 科の増加は必 ず も子ども学研究の進展に貢献しているとは言 難い する。まり、中村が看破するのは、世に出るときに多少なりとも有利になる資格取得 ための、現実即応的で問題解決型の実技実学 総体を子ども学に求めながらも、「子どものため」を方便に新興学問領域としてカムフラージュしているお粗末な内情ではなかろうか。　
また中村は、 「子ども学とは、一人ひとりの研究者が、
日々営む研究活動の中で、必要な関連する 的知見を自分なりに学びながら、一つの学問領域に固執せず活動のなかに存在する」 う考えに対して、 「子ども学とは、新しい学問・科学というよりも、子ども研究の理念や姿勢を表したものとして理解でき」 、このような立場にたつ子ど では、 「科 としての方法論や学問体系の確立 指標とし、伝統的枠組みで『ども学』の制度化を論じることには、さほど意味がな
い」 ことになってしまうのではないか、 と疑問を呈する。北本（２０１０）も、 今日 子ども学部・学科創設のブームは「確かな学術的基盤と展望をもたない上滑りの感が否めない」とし、 「 『子ども理解』と『子育て支援』を御旗に『子ども』という概念に『集中』した、その場しのぎの再編の動きのように見える。そこには学術的な見通し 共有されているわけではなく、プラグマチックに、ある種の便宜性 閉鎖性が漂っている」と容赦ない。　
北本は、子ども学研究の置かれている現状について、





















権力への従属や社会倫理の尊重よ も自 欲望の充足を最優先させ、消費を通じて自己実現をはかるという新しいライフスタイルを形成した最初の世代である。その彼らが子どもを持ち人口比で絶対的多数を占めた結果、子どもの消費文化の発展を牽引し いった。実は団塊ジュニア世代に特有の文化体験や嗜好が、特定のアニメ・ＳＦ・マンガ・アイドル・ゲームを愛好する「オタク」文化の源流となっていくのである。　
さらに、団塊世代以降、出自に関係なく、受験戦争
を勝ち抜き社会階層の上昇を目指す学歴主義が一般に浸透していったわけだが、１９７０年代後半より 親の期待 一身に背負い塾通いする子どもが急増し、偏差値や内申書が進路決定の重要な指標となってくる。それと平行して、少年非行と校内暴力が教育 荒廃を示唆する社会問題として注目されはじめ 学校現場は細かい校則や時には警察力導入による厳しい管理体制で対応しようとしていった。　
戦後の
25年間の間で家庭のなかに浸透していったテ
レビ放送、 それに代わる遊び場の激減、 自然環境 破壊、




き文化体験としては、ゲーム機器の進化とソフトの多様化であろう。 「家庭用カセット式ビデオゲーム」ファミコンが任天堂から発売さ た は１９８３年だが、その後「ドラゴンクエスト」 「ファイナルファンタジー」 など、 映像技術の高度化や情報容量の拡大により、スピードやスリル、 戦闘性、 「ＲＰＧ（ロールプレイム） 」のように物語への参加意識を促す複雑なドラマ性を加味したシリーズが次々と発売され、現代に続くメ
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ガヒットを生みだしていく。それは子どもにとって、野外の自然よりも電子空間上が身近な遊び場とないき、仮想現実での疑似体験が子どもの経験世界を拡大していくことを意味する一方、生身の子ども同士がぶつかり合い、身体感覚を通して互 に理解しあう機会が失われ った もいえるのである。　
ところで１９７０年代末より社会問題化した子ども
の暴力は、１９８０年に川崎市で予備校生が両親を金属バットで殴って殺害した家庭内暴力事件を契機に、世間を大きな不安と動揺に陥れた。少年非行と校内暴力は学校権力の拡大により沈静化されていくが、代っていじめと登校拒否に人々の関心が集まっ った。どう理解し対応してよいかわからない子どもの 「荒れ」の原因を、不十分な親のしつけや学歴社会の弊害だとする論調が一般に強くなり、１９８５年には、文部省が核家族の進展による家庭教育 低下を憂い、戦後はじめて「親向けの家庭教育手引書」を発行した。そうした公権力による統制、すなわち「家庭」や「母性」のあり方を問題視する議論 対して、女性自身 ら異議申 立が出され、性別役割分業や近代教育のあり方そのものを見直す必要 を迫っていったのである。　
ここで興味深いのは、 新しい視点から「子ども」や「子
どもらしさ」 価値や意義を積極的に認めた児童文学や絵本、漫画、アニメ、映画、演劇など 、この時期
子ども以上に多くの大人から共感を得た点である。例えば、子どもの無意識の世界とその野生や攻撃性の表出が巧みに描かれた、センダックの『かいじゅうたちのいるところ』 、無力な周縁的存在であるがゆえに世界の危機を救済する役割を担った、エンデ モモ』 、宮崎駿の『風の谷のナウシカ』 三世代家族と級友たちの間で親密で小さな幸せ 満ちた子ども時代が回想された、さくらももこ 『ちびまる子ちゃん』 、自然や動物との豊かな共生をうたった『トトロ』な がそ 代表であろう。　
アメリカナイズされた「愛」と「夢」と「冒険」の















の１・５７と り、少子化問題 にわかに世間の注目を浴びることなる。少子化は将来の労働力や税収 社会
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本が少子化へと大きく舵をきりはじめる過渡 あたり、産業構造の転換によって戦前と戦後世代の間での生活様式や価値観の断絶が顕在化していったことがわかる。物質によって自己の欲望を充足させる消費文化が台頭してくるとともに、成熟した知性や教養を必要としないマンガやアニメ、ゲームなどサブカルチャーが若者たちを魅了し 個人による生き方の自由な選択や個性的な嗜好が公に認められるように っ 。一方
で、学校教育はますます管理強化に走って子どもの抵抗や暴力を封じ込めようとし、それと並行するかのように子どもの心身にはかつてない病変が顕れはじめ、その責任が母親や家庭教育に押しつけら る。さらには、子どもの周辺には、生身の人間の感情や利害が直接対決する現実ではなく、映像世界が身近にせり出してきて、コミュニケーションのあり方を大きく変えていった。こんなふ 、この時期をひと と り 整理することもできるだろうか。　
そうしてみると１９７０年代末から１９８０年代は、




く状況の変化にどう対処するかという子ども論とは別に、この時期、全く新しい子ども論が登場してくる。新しい論者たちは、切迫した の現場から 距離があったがゆえに、子どもを通して見えてくる時代の揺らぎや方法的な行きづまりをいち早く察知し、子どもという視点から社会のあり方と、それを根底 ら支えてきた近代の知そのも を根源 に い直すことできる機会だとポジティブに捉えた。つまり、 「子どものためによかれ」 してきた既成 知の 法論的枠組みでは対処できなくなっ いる様々な現象を前に て、秩序の崩壊を阻止し体制を死守しようとする ではなく、子どもをめぐる危機や受難は子どもから大人に向けられたメッセージである の発想の転換をはか ことで、婉曲的ではあるが、子どもの救済と社会の再生を企図したのである。　
ところで前々回ふれたとおり、
19世紀末に欧米と日
本で始まった児童研究運動 、子どもに関する科学的なデータの集積により国家教育の基礎を築くこ が第一の目的とされ 一方、子どもを学術研究の対象に据えることで諸科学が活性化され、人間 解明が進む











すとともに文化に属す」ゆえんであり、人間の心性歴史と社会の深層を掘り起こ に最もふさわ 視座を提供 るものである、と。したがって、アリエスが焦点をあてるのは、 「実態としての子ど 」 ではなく 「概念としての子ども」である。そして、 「 を教育保護の対象とする子ど 観は、ある時代に発見された歴史的産物」に過ぎず、 「子どもとは、国家、社会 共同体、家族や親、他 相互連関 なかで多様な意味と価値を付与され 関係 存在」と規定する。　
家族や子どもといった日常にありふれた身近な対象
に対してですら、人々の感情や態度、認識は普遍では
なく、時代とともに変化する可能性を示したアリエスの研究は、 「実態としての子ども」を直接の研究対象とする教育学者や発達心理学者の問題意識に直接的影響を及ぼすこと 少なかったようだが、興味深いことに、それ以外の幅広い分野の研究者の関心を惹くこととなる。たとえば新しい子ども論では、子どもの共通感覚や身体性を基軸と る存在のあり方、前言語的な無意識の次元で表現され 想像力の世界の豊かさ、子どもの遊びが作り出す強烈な異空間の構造、世の矛盾を鋭く突き既存の秩序体系を揺 がすような暴力性や逸脱行為、神や自然と交感 る無垢な 精神といったものに目が向けられ、 「子どもを子どもたらしめている原理」とは何な か、共感をもって語られはじめる。それは、子どもに未来の大人 しての役割を期待 、抑圧と監視の目を光らせてきた大人が、逆に子どもの眼を取り戻すことにより 自分達の世界の歪みを再点検し、修正ある可能性 探ろうとするもの あった。　
周知の通りこの時期は、ポストモダンと呼ばれる近
代の超克を試みる新しい思潮 席巻しはじめており子どもとは一見無縁なポストモダニストたちによる 「概念として 子ども」への接近は、近代特有 「教育保護の対象としての子ども観」を前提に構成されている大人社会の規範や倫理体系 限界を見極め、経験的合理主義に拘束され計測可能な客 的事実のみを真理
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とみなす見方を否定し、多様性と異質性に満ちた「人間の生の現実」 理解するための接点を喪失しつつあった近代知のパラダイムの解体へとつなげる挑戦でもあった。そして、その裏には「実態としての子ども」の問題解決に従来 学問的枠組みが機能不全に陥っていることへの痛烈な批判が読み取れ、 「実態としての子ども」を捉えるまなざ 相対化が「概念としての子ども」から試みられたといえる。　
たとえば柄谷（１９８０）は、明治
20年代文学にお
ける「近代 「文学」 「作家」 「自己 「表現」 いう近代文学の装置の、起源から終焉までの過程を精神史的に描写した著作のな で、 「児童」は「文 」 発見と「文学」で表現されるべき「内面」や「風景」の発を待たずして「発見」されなかった 説き、ロマン主義から自然派文学へ 移行 背景にある認識の断絶と転倒を読み解こうとする。すなわち柄谷は、 文学史の通説では 真 近代的な児童文学」の生誕を小川未明あたりにおき、児童文学が大人 文学者 詩 夢、退行的空想として見出されたこと 批判の的とされ未明の童話作品が根本的には「子ども不在」で「真子ども」ではない されてい ことに対して反論する。つまり、 「現実の子ども」や「 の 」とは、本来作家の内面に憧れや理 のイメージとして表象されてのちはじめて 風景」と同じく眼前にある客観的事物
として対象化されるのであって、 観念がリアリスティックな写実的描写を引き出し、 「現実」や「真実」があとから見出されるものだと主張した。 そして、 重要なのは、この「真の子ども」 「現実の子ども」発見に至るまでの歴史性であり、 「発達」や「成熟」 、 「子ども期の遊び」 、「子ども ため 文学」は、大人 子どもを分割する認識の発見によって不可避 に現出したもので、 「われわれは隔離された幼年期をもったがゆえに成熟不可能なのではなく、成熟をめざすゆえに不可能な だ。 」と逆説的に捉えるのである。　
同じく中村雄二郎（１９８３）は、バリ島の伝統文




私たち人間の生活が本来もつべき厚みと多義性を失って薄っぺらになったこと 尖鋭的なあらわれ」だとし「生活の厚みや多義性のないところでは、文化の問題はもちろんのこと、社会や政治 問題も根底を失って空転せざるをえないだろう。いや、それだけでなく、硬直した頭の持主や大小 悪質なデマゴークを生み出し、真の直視すべき問題や深く掘り下げていくべき問題から人々の目を逸らさせることになるだろう。少なくともそういうか ちで、 〈子供〉の 題は広く文化・政治の問題にも繋がってい 」と、子ども論は「子どものため」とい 枠を超えた文化や政治の次元でも論じられるべきだと主張したのである。　
山口（１９７６）は、神話や伝説、儀礼、芸能、文
学や絵画などに登場し、 の異様な姿形と攻撃性 猥雑さ、笑い、悪徳、狂気を武器に、社会の周縁から中心に介入して世界の秩序を撹乱 ようとする「道 」の役割について論 た著作で、子ども 絵本 魅力に
ついてふれている。たとえば、センダックの作品に登場する悪戯者の主人公の能力は 「大人の押しつける道徳と秩序の世界の軌道から簡単に離脱して、自分たちが、そこでは混沌の傍らに身を置いて蘇る道化の遊戯空間を醸成することにたけた、子供なら潜在的に誰でも持っている能力に見合うもの」であり、絵本で表現された「子供」 は、 「ある意味で、精神が表層の現実を超えて、深層の現実に達する助 をなすもので」 「まさに大人の魂が無垢 性質を帯びて『失われた時間』の回復 遂げる役割を果たす」も だと捉え直す そして、 「子供の世界こそ 人間意識 深層 構造が表面化する第三の領域」として注目したのである。　
本田（１９８６）によれば、 山口が「子供の世界こそ、




を提示した本田 （１９８２） は、 「象徴として 子ども」によって覆われていた深層が露わにされ、消滅しかけていたものが奪い返される「異 効果」に注目 、大人から子どもを隔てる「異文化性」を挑発的に描き出そうとするものであっ 。４．１９８０年代 子ども論が示唆し もの　
上記のような子ども論は、まさしく我々の子どもに
対する意識の深層のありかを鋭く突く のであった 、現実の位相で山積する子どもの問題解決にあ っては即効性や具体性に欠けており、その め子どもと直接対峙する現場からの反応は鈍く 部外者 無責任な 知の遊び」 「知 戯れ」と一笑に付されたふし ある。残念なことに、知の巨人といわれる人々と彼等 信奉する一部 研究者の関心領域から 「概念として 」理解が一般に拡充することは少なく、１９９０年代後半のバブル崩壊と期を一にする形で後退す ポストモダンとともに、近代知の超克論は有効 を失っ しま
う。そして、ポストモダンへの反動からか、アカデミズムは旧弊な科学志向や形式的実証主義、細分化された専門分野に自閉する排他主義を加速させて先祖がえりし、他領域と結び合うことで開花したおおら な知的想像性／創造力も、時代や社会のあり方を根源問う批判精神も色褪せることとなる。　
さて、大学再編に伴う今日の「子ども系」学部・学
科創設ブームだが 保護と教育を要 未発達で未成熟な欠如態として子どもを捉える思考枠組の呪縛は相変わらず強く、子ども理解のための方法論的精度を高め、その確実性や有効性を個別の事例や数値で実証していくことと、子どもの問題解決に資する される子ども支援の包囲網を徹底整備し、職業的専門家の育成を目指そうとしているようにみえる。　
最近出された子ども学に関するテキストや研究論文
集、子ども学をめぐる講演・シンポジウムの採録集をみてみよう。たとえば、中井（２００８）は「観念な子ども学を目指すのではなく、生活科学 いう学際的な視点から 今の子どもたちが抱えている諸生活問題を調べるとともに、それらに対する改善策を具体的に考察し、子ども支援諸機関に向けて発信・提言することを目的とす 」 。小林（２００８）は「 『 学』としてやらねば らないことは １９８９年に『子どもの権利条約』が採択され からの新しい児童観の確
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立がまずあろう。そして、子ども問題の解決、さらには子どもの生活を安全に、 楽しくできるようにするチャイルドケアリング・デザインすること あ 」 。要するに、小笠原（２００９）の「わが国の学際的な『子ども学』 （研究）子ども問題に関係する情報を基礎に、さらに展開する一つの方向として『進化する子ども学』には、子どもの生命（心）を豊かにする『子ども支援・子育て支援』の実践的な観点が不可欠となってい 。その高度な専門家を養成すること 『子ども学』 （研究）いま要請されている」に代表されるよう 、子どもの問題解決 の「支援」 「ケア」が不可欠であることが強調されるもの 、専門知の妥当性や限界を問う声はあがってきていない。　
浜田（２００８）は、 「子どもにかかわる問題を『子
ども学』の構想のもとに とめ、解決 方途を求める気運が高まってきている」ことを受け、子どもの世界を新たな目でとらえ直し、子ども 大人の新たな関係を模索するために、 『子ど 学』 し 取り上げられるべき問題群を自由に選んで、主種々の観点から議論する場を設定する」初回の取り組みにおいて、 「子どちの前に広がるこの『新しい狼のいる世界 」 対し赤ずきんたる子どもの安全・保護と自立をどう考えるか提起しようとする。しかし、こうなってくると、子どもはいつ狼に襲われて生命 落とすかわからない赤
ずきんのように、騙されやすく知恵の浅い弱々しく頼りない存在であり、猟師という専門家の助けを借りなければ、人間としてまともに生き伸びることはできない存在と っていくのだろうか、疑問である。　
他方、 「子ども系」子ども学研究の埒外では、なんと
もユニークな子ども論が展開されてきている。一向に成果が上がらない少子化対策や男女平等参画の取り組みでは子どもは方便として利用され いるに過ぎないとして、それなら っそのこと選択の自由を認め（産みたい者だけが産めばいい） 低出生率を前提とした制度設計への転換を進めるべきだ する や、気鋭の現代思想家や社会学者 娘をもつ生身 父親として 子育て体験を通じて、 「遊びからの学び」がいかに子どもを成長させるか驚きをもって語り、子どもを中心 する絆ネットワークの可能性を探る論、同質の水平的な人間関係に自閉し摩擦 葛藤を回避するためキャラによって武装する子どもたちの優 さに、異質の他者共存するための耐性を育てない教育の危機を訴える論、政治家や企業経営者やメディア 幼稚なふるまいが公然とまかり通 「大人のいない国」日本 成熟の度合いを逆説的に測ろうとする論、マンガ・アニメ・ゲーム・アイドル・コスプレに彩られた「軽薄 なジャパニーズ・ポップカルチャーのグローバル化と世界共通語に躍り上がってきている
 “ＫＡＷＡⅠⅠ”を手かがりに、 「日
68地域と子ども学●第4号



















・中井孝章『子ども 入門』日本教育研究センター２００８年・小林登『子ども学のまなざし 明石書店２００８年・小笠原道雄編『進化する子ども学』福村出版 ９・浜田寿美男ほか『赤ずきんと新しい狼の世界』洋泉社２００８
年
※１９８０年代における「実態としての子ども」をめぐる状況は、
首藤美香子「子どもの生活変容と世代文化」 （皆川美恵子・武田京子編『児童文化』なななみ書房２００６年）の一部を加筆修正したものである。
